






































































Operation Executive; SOE）や政治戦争執行部（Political Warfare; PWE）を断絶な
く戦後組織に改編することは表立っては行われず、1948 年になってからアトリー
政権は躊躇しつつ戦後広報外交の基軸となる情報調査局（Information Research 
Department; IRD）の創設に合意した (11)。CRD は、こうした戦時中の発達した情































　1945 年 7 月の総選挙の結果を受けて新首相となったアトリー（Clement Atlee）















果、世界民主青年同盟（World Federation of Democratic Youth; WFDY）が創設され、
これがソ連の影響下におかれた国際組織となったのである (19)。
　こうした事態になった事後対応が CRD に課せられることとなり、その陣頭に























の安全確保のために MI5 が協力する手はずになっていた (22)。これが一つの端緒
となり、CRD と MI5 は、以後、協力関係をもつようになる。
（２）英国学生国民同盟（NUS）問題
　WFDY とは別に、CRD がこの時期に大いに懸念していたのがイギリス学生国
民同盟（National Union of Student in Britain; NUS）への共産主義の浸透であった。












MI5 は、NUS 構成員の背景調査に乗り出した。その結果、NUS の総裁を筆頭に
主要な幹部が共産党員であることが判明し、その他に 1945 年 11 月の世界青年会
議の開催にも関わった人物も含まれていることが明らかになった (25)。






















































と考えるようになった。1947 年 2 月、マクニールはチュータ＝イード（James 
Chuter-Ede）内務大臣とクリップス（Stafford Crips）大蔵大臣にそれぞれ面会し、
MI5 の収集した証拠を示した上で、ソ連の影響力拡大の事実と CRD が進めてい
る計画の一部を呈示し協力を求めた。両者とも MI5 の収集した証拠をそのまま
受け入れることに慎重であり、まともには取り合わなかった。なお悪いことにク











した雰囲気を払拭することが必要であるとの判断から、CRD が直接 NCSS の活
動に介入することになった。そして CRD 局長のモンタギュー＝ポロックと青年
組織側のウェルトンが中心となって、CRD 局員を用いて WFDY に接近し、ここ
の構成員らに対して WFDY を脱退し国際青年会議に参加するように、「間接的な」
説得工作を開始した (31)。





































































































た状況が 1950 年になるとより鮮明になっていった。こうした中で CRD は、冷
戦の文脈に文化政策を関連させ、WAY の活動資金にあてるため NATO から補助
金を引き出す方針をとるようになった (40)。これは、実質的にはアメリカからの


































　実際に WAY が大蔵省から供給を受けていた資金は年額で 700 ポンドに過ぎな
かった。イーデンらの働きかけによっても事態の打開が見られないことに業を
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